
“見積書・製造仕様書”の電子化による
間接コスト削減・生産リードタイム改善



はじめに ～印刷会社様が抱える課題～
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現状の課題

お客様からの値引き要求
工数原価のかかる業務の増加

データプリント・新規業務開拓の伸び悩み
先行する同業他社との競争激化

利益の伸び悩み売上の伸び悩み

短納期での業務が増加、人海戦術で対応
丸１日かかるデータ処理や後処理

担当者１名のみでデータ生成を完結
後任育成や作業の標準化に取り組めない

長時間の労働人材の不足

自社の事業を考える・見直すことが大切

安心・安全
（品質）

省力化・効率化
（コスト・納期）

働き方変革
（ES向上）あらためて



生産開始までの帳票ドキュメントの流れ
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【帳票の目的】
ジョブの製造を開始するため
に必要な情報

納期遅れは無いのか？本当に利益が出たのか？

【帳票の目的】
このジョブの原価はいくらか？

【帳票の目的】
このジョブに利益をいくら乗せるか？

利益率は確保できているのか？ 売上見込みは？

受
注

受注前 受注後



現場で発生している問題
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受
注

営業

見積作成における課題

経営

 過去同じような見積を何度も毎回作成している
 営業担当が代わると、過去の見積がどこにあるのか不明

 いつどのような金額でお客様に提示しているの？
 どれくらいの利益を見込んで提示しているの？
 受注率、失注率ってどうなっているの？

製造仕様書作成における課題

営業

工務

製造

経営

 毎日かなりの枚数を作成しており、時間がかかる
 見積で記入した同じ内容を転記、若しくは手書きしている
 リピートにも関わらず何度も同じ内容を作成している

 入力の矛盾や入力洩れがあるので営業に都度確認をしている

 営業部門の帳票作成は付帯業務なのでもっと効率化したい

 ジョブの進捗は？
 仕様変更が反映されていない



原稿データ渡し

発生事象/問題に対する解決の方向性
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システム投資で解決したいが、、、
・パッケージソフトウェアは機能が多く使いきれない。使いやすいシステムはないのか？
・サーバなどシステムの維持管理が大変で、自前では持ちたくない

・担当営業が外出先から戻らないと仕事が進行しない
・紙の指示書のやりとりなど情報共有に課題を感じている

解決方法をご紹介します

外出先から事務所に戻らないと

作業依頼ができない

仕様/納期変更など電話で対応するも

履歴が残らない/コミュニケーションエラー発生

FAX

指示連携
営業

工務

原稿データや指示連絡などで

待ち時間が発生

指示書の到着までに待ち時間が発生

営業からの急な電話連絡で手が止まる

MIS

外出先

製作担当本社/オフィス

工場



この問題に取り組む意義、必然性
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※以下はある印刷会社様でのご導入ケースとなります。
全てのジョブの70％がリピート注文。
月間500件（年間6,000件）処理する営業部門では帳票作成にかかる時間が
大きく改善しました。

のべ年間8,960時間の削減（コスト換算すると約2,200～2,700万円相当）

原価積算計算書作成 製造仕様書作成

現状
新規起票

リピート起票

改善
新規起票

リピート起票

36

32

1ジョブの帳票作成に掛かる時間（分）

現状
新規起票

リピート起票

改善
新規起票

リピート起票

60 30

3054

初版

修正

28

7 1512

15

現状合計：11,900時間 改善合計：2,940時間

20



運用イメージ
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モバイルPC・スマートフォンを利用して
作業指示情報入力/編集

リアルタイムに指示内容確認し、
待ち時間を短縮

外出先からでも…

適切なタイミングで
仕様確認/修正/指示書ダウンロードし、生産へ

営業

工務

製作担当

本社/オフィス

より円滑なコミュニケーションを実現し
各工程のリードタイムを削減

工場

・帳票電子化
・簡易な承認ワークフロー
・ジョブ進捗管理
・表示項目カスタマイズ

導入システム



ご提案構成例
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Web承認
ワークフローシステム
（オンプレミス/クラウド）

お客様
営業部門

経営/管理

営業上長

営業 営業

打合せ

打合せ

打合せ

見積承認

原価積算
計算書登録

見積書
登録

営業

工務部門

作業担当

製造部門

印刷担当 加工担当

製造仕様書
登録

製造仕様書承認
最終実績入力

受注量確認
進捗確認

ステータス更新
工数入力

※製造現場では製造

仕様書は紙で回る場
合あり

製造仕様書見積書原価積算計算書

見積業務

製造業務



改善ポイント
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 シンプルに移動による間接工数を削減
 営業機会創出/高付加価値作業へシフト
 感染リスクの緩和

リモートワークの効果

帳票電子化の効果
 情報伝達を円滑にすることで製造リードタイム短縮
 情報をシステムで一元管理・共有することで属人化を防止
 既存帳票に合わせてレイアウトすることで移行性を担保
かつ、運用要件に合わせて自社で柔軟にカスタマイズが可能

 過去情報（リピート）活用による帳票作成業務の大幅削減



お客様へもたらす効果/効用
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リードタイムの最小化

業務負荷軽減によるESの向上

営業機会創出による売り上げ拡大



オンプレミス/クラウド、どちらでもご提案可能です
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比較項目 オンプレミス
（通常開発）

クラウドサービス
（PaaS型開発基盤利用）

特徴
承認フロー、帳票の電子化がメイン、
証跡、セキュリティ重視

通常開発と比べ適用業務と管理の
自由度は下がるが、幅広い要件に
対応可能

承認フローの自由度
（条件設定、組織設計） ◎ ○

帳票設計 現在の帳票イメージをそのまま電子
化できる

プラグインで対応
（できることはプラグイン次第）

計算、関数の自由度
◎

Excelに近いレベルの
計算ロジックの実装が可能

▲
ある程度の計算は可能

設計の容易さ ▲～○
難易度による（代行作成も可能） ◎

費用
中～大規模向け
（ログインユーザの総数によってラ
イセンス体系が変わる）

少～中人数向け
（ボリュームライセンスがないため利用人数を
制限することを推奨。使うプラグインによって
は別途ランニング費用発生）

構築環境
オンプレ、クラウド対応可 クラウドのみ。お客様のセキュリ

ティポリシーによっては使用でき
ないケースもあり



本ソリューションの詳細については、弊社担当営業・SE、
または下記リンクからお問い合わせください。

お問い合わせ、ご相談はこちらから

グラフィックコミュニケーション事業本部

FUJIFILM、およびFUJIFILM ロゴは、富士フイルム株式会社の登録商標または商標です。 本ドキュメントは富士ゼロックスブランドの商品を含みます。 富士ゼロックスブランドの商品は、米国ゼロックス社からライセンスを受けている商品です。商品提供者は富士フイルムビジネ
スイノベーション株式会社です。 Xerox、Xerox ロゴ、およびFuji Xerox ロゴは、米国ゼロックス社の登録商標または商標です。 本ドキュメント上に記載・表示された社名または商品名などは、各社の登録商標または商標です。本書の内容は2021年10月現在のものです。

【個人情報の取扱いについて】 ダウンロード時に入力いただいたお客様の個人情報は、弊社およびあらかじめ弊社との間で機密保持契約を締結している関連会社、代理店、業務委託先などにおいて、
（１）電子メール、ダイレクトメール、電話、対面営業による商品･サービスのご紹介、（２）電子メールニュースの送信、（３）弊社が主催するイベントやセミナーのお知らせ、（４）今後のイベントやセミナーを企画する際の調査・分析、（５）本セミナーの運営上必要な連絡の
ために利用させていただくことがございます。なお、今回ご提供いただいた個人情報は、法令および弊社内部規則に基づき厳重に管理いたします。

〒107-0052 東京都港区赤坂9-7-3

https://biz3-jp.fujifilm.com/fb_form_navigation-ga_contact.html
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